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勝野建設株式会社さまによる「SDGs宣言」策定について 

 

西京銀行は、持続可能な社会の実現に向け、地元企業さまの SDGsへの取組みをサポート

する「さいきょう SDGsコンサルティングサービス」の提供を行っています。 

このたび、当サービスを通じて、勝野建設株式会社（本社：山口県岩国市 代表取締役 

勝野 宏寅）さまが SDGs宣言を策定されましたので、お知らせします。 

 

企業概要 

会 社 名 勝野建設株式会社 

所 在 地 山口県岩国市中津町 1丁目 19番 16号 

代 表 者 勝野 宏寅 

SDGs への取組み 当社は、土木工事・インフラ整備や外構工事を通じて、地域の安

全と豊かな住環境を創造しています。先代から受け継いだ実績と信

頼を大切に守りながら、常に新しい価値を取り入れ、未来へとつな

がる高品質な施工を提供してまいります。 

また、地域の皆様の暮らしを根底から支える存在として、一つひ

とつの工事に熱意と責任を持って取り組むとともに、「TFシリーズ」

への加盟を通じて、仕入額の一部を日本児童養護施設財団へ寄付

し、未来を担う子どもたちの支援にも貢献しています。 

U R L https://www.katsuno-kensetsu.com/ 

※ 勝野建設株式会社さまの SDGs宣言については、別紙をご参照ください。 

 

西京銀行は、引続き地元の課題解決ニーズに幅広く、きめ細かくお応えし、「地域の皆さ

まのお役に立つ銀行」を目指してまいります。 

 

 

◆本件に関するお問い合わせ 

西京銀行 ビジネスコンサルティング部（担当：木林） 

TEL：070-7575-2294 

https://www.katsuno-kensetsu.com/


勝野建設株式会社 SDGs宣言
当社は、国連において採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向

け、事業活動を通じて、地域の課題解決と持続的な成長に貢献してまいります。

2026年7月27日
勝野建設株式会社

代表取締役 勝野 宏寅

当社のSDGsへの貢献

私たちの生活に欠かせない土木・インフラ整備や外
構工事を通じて、地域の安全と豊かな住環境を創造し
ます。先代から受け継いだ実績と信頼を大切にしなが
らも、常に新しい価値を取り入れ、未来へと続く高品
質な施工をお約束します。

地域内で取扱いの少ない環境配慮型資材をいち早く
導入し、環境保全と快適性が両立する次世代を見据え
た新しい施工スタイルをご提案します。また、先進的
な資材の使用により耐久性を高め、住宅の付加価値を
向上させます。

20代の代表、活気ある若手スタッフ、海外からの技
能実習生など、年齢や国籍を問わず多様な人材が活躍
しています。すべての従業員が最大限に能力を発揮で
きるよう、安全と健康を第一に考え、長く働きたくな
る職場環境の整備を推進します。

地域の皆様の暮らしを根底から支えるために、イン
フラ整備から外構工事まで熱い思いをもって取り組み
ます。また「TFシリーズ」加盟を通じて仕入額の一部
を日本児童養護施設財団への寄付を通じて未来を担う
子供たちを支援します。私たちは岩国市を中心に、地
域社会の発展と明るい未来を作り出す圧倒的なエネル
ギー源であり続けます。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、すべての人々にとってよりよい、
より持続可能な未来を築くための青写真です。貧困や不平等、気候変
動、環境劣化、繁栄、平和と公正など、私たちが直面するグローバル
な諸課題の解決を目指します。SDGsの目標は相互に関連しています。
誰一人置き去りにしないために、2030年までに各目標・ターゲットを
達成することが重要です。

圧倒的な存在感で、街の鼓動を創る 地球と共鳴する圧倒的マテリアル

個性が躍動する、圧倒的最強クルー この街の『圧倒的熱源』になる

【主な取り組み】
⚫ 土木・上下水道工事によるライフラインの構築と維持
⚫ リフォーム・解体工事による快適な住まいづくり
⚫ 確かな技術と徹底した現場管理による創業以来「事故

ゼロ」の継続

【主な取り組み】
⚫ 環境配慮型資材(オコシコン,ドットコン等)の普及促進
⚫ 透水性資材の活用による水害対策とヒートアイランド
 現象の緩和

⚫ 先進的な資材の使用による住宅の付加価値向上

【主な取り組み】
⚫ 体験型採用の導入や外国人材の受入等多様な採用戦略
⚫ 早期に責任ある役割を担わせスタッフの技術力・精神力

の成長を支援
⚫ 永年勤続手当の支給やF&M福利厚生の導入

【主な取り組み】

⚫ 事業活動を通じた水害に強い強靭なまちづくり
⚫ TFシリーズ加盟を通じた日本児童養護施設財団への

寄付


